
「
芝
居
」

と
云
う
名

の
空
間

堂

本

正

樹

芝
居

。

…
…
現
在

「
演
劇
」

の
こ
と
を
、
砕

け
て
こ
う
云

っ
て
い
る
。

「
お
芝
居
」

と

は
そ

の
丁
寧

語

だ
が
、

或

る
懐

か
し
さ
を
思

わ
せ
る
。

芝

居
者
と
云
え
ば
、
演

劇
関
係
者

の
総
称

だ
が
、

自

ら

へ
り
下

っ
た

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ

り
、
そ

の
以
前

に
は
、
明
ら

か
に
差

別
意
識
を
含

ん
だ
蔑
称

だ

っ
た
。

手
近

な

『
広
辞

苑
』
を

見

る
と
、
「
し
ば

い
」

の

①

に
、
「
芝
生

に
居

る
こ
と
。
又

は
芝

の
は
え
た
所
。

芝

生
」
と
あ

る
。

こ
れ
が
義
着

で
あ

る
こ
と
、
明
ら

か
だ
。
古
典

文

庫

の

『
室

町
時

代
物

語

』

の
ー

に
載

る

『
む
ら
ま

つ
の
物

か
た
り
』

に
、

1

し

は

ゐ

に
、

お

う

ま

く

、

う

ち

ま

は

し

て
、

七

日
の
さ
か
も
り
を
、

は
し
め
け
る

(
芝
居

に
横

幕

打

ち
廻

し

て
、

七

日

の
酒
盛

り

を
ぞ

始

め

け

る
)

と
あ

っ
て
、
草

の
生

え
た
地

べ
た
で

の
酒
盛

が
、

当
時
普

通
だ

っ
た
の
が

分
か
る
。

こ
れ
は
武
士

の
も

の
だ
が

、
地
面

に
座

る

の
は
、

本
来
庶

民

こ
そ
が

ふ
さ
わ
し

い
。

能

の

『
飛
鳥
川
』

は
、
現
在
金
剛

・
喜
多

の
両
流

の
み

に
あ

る
狂
女
物

だ
が
、
類
型

に
従

っ
た
改

作
度

が

強

く
、
西

野

春

雄
補

の

『古

今

謡

曲

解

題
』

の

「古
今

謡
曲

一
覧
」

の

「
あ
」

の
よ
う

に
、
「
⑫
飛
鳥

川
甲
○
飛
鳥
川

乙
」

と
分
け

る
の
が
正

し

い
だ
ろ
う
。

㊧
は
,
「
室
町
時
代
成

立
と
確
定

し
得

る
曲

」

で
あ

り
、

○
は

「
室
町
時
代
成

立
と
推
定

し
得

る
曲

(
室
町
末

か
ら
江
戸

初
期

へ
か
け

て

の
曲

も
若

干
含

む
)
」

と

あ
る
、
現
在

の
そ
れ
は
、
文
体
的

に
江

戸
初
期

の
改

作

だ
ろ
う
。

⑭

は

シ
テ
が
若

い
娘

で
、
脇
僧

は
娘
を
誘
拐

さ
れ

て
出
家

し

た
父
。

田
植

え

の
宴

会

で
、
早

乙
女
姿

の

娘

と
再
会
す

る
。
文
体

は

『
求
塚
』

に
共

通
し
た
感

触

で
、
確
実

に
室

町
前
期

の
作
だ
。

「古

典

文

庫
」

の

『未

刊

謡

曲

集
』

の
十

八

の

『飛
鳥

川
』

は
こ
の
⑭

だ
。

1

わ
き

「
の
ふ
く

さ
う
と

め
達
。
先

々
休

ん

で
酒
を
も
参

り
候

べ
し
。

し
て
芝
居

に
並
居

て
あ

の
御
今
参
り

の
筑
紫

人

に
も
、
殊
更
御

珍
ら
し
く

候

へ
ば
、
皆

々
芝
居

に
居
流
れ

て
、

く
こ

ん
の
う

で
め

で
た
ふ
御

田
植

の
祝
事

に
も
捧
げ

給

へ
。

な
お
改
作

の
現
行

は
、

シ
テ
は
母

で
子
を
尋
ね

て

お
り
、
子

は
脇
が
伴

っ
て
い
る
。
娘

で
こ
そ
労
働
力

と
し

て
誘
拐

さ
れ
る
世
相
が
知
れ

る

の
で
あ

る
。
勿

論

こ
の
独
特

の
文
章

も
無

い
。

こ
こ
の
文
章

は
、
東
博
蔵

の
重
要
美

術
品

『月
次

風
俗
図
屏
風
』

の
田
植
図

に
も
通

う
。

こ
の
田
楽

の
、
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白

・
黒

の
翁
が

田
植
え
を
祝

い
躍
る
絵

は
、
現
在
芸

能
史

の
挿
絵

に
、
無

く

て
は
な

ら
ぬ

一
枚

に
な

っ
て

い
る
。
苗
を
植
え

る
泥

田

の
中

で
は
無
く
、
畔

の
芝

で
の

田
楽
。
芸
能
史

に
出

る

「
芝

田
楽
」

は
、

し

か
し

こ

の
事

で
は
無
く
、
舞
台

で
は
無
く
地
面

で
す
る
田
楽

の
総
称

ら
し

い
。

岩
波

の

「
新

日
本
古
典
文

学
大
系
」

の

『室

町
物

語

集
上
』

の

『
あ

し
び
き
』

(絵

巻

の
言
葉

書

き
)

に
は
、
1

芝

田
楽

の
庭

の
鼓

は
、
下
化
衆
生

の
誓

を
す
。

と
あ

り
、

脚
註

に

「
神
社

の
前

庭
な
ど

の
芝

地

で

演
ず

る
田
楽
」

と
あ

る
。

こ
う

し
た
芝

に
居

て
演
じ
、

ま
た
は
見

る
芸
能
が

「
芝
居
」

に
な
る

の
は
当
然
だ

っ
た
。

金
春

禅
竹

の

『
六
輪

一
露

之
記
』

に
、
「
此

段
関

白

一
条
殿

(兼
良
)

御
筆

」
な

る
部
分
が

あ
り
、

そ

こ

に
、
1

今

の
世

の
猿

楽
は
、
俳
優
戯
遊

の
態

な
り

と

云

へ
ど
も
、
桟
敷

に
見
る
人
無
く
、
芝
居

に
聞
く

者

無
け
れ
ば
、

一
声

一
曲
も
芸
を
失

ふ
。

と
見
え
る
。
当
時
猿
楽

は
仮
設
舞
台

を
中

心

に
、

回
り
を
馬
蹄
型

に
桟
敷

で
囲
ん
だ
。
桟
敷
が
前

売
り

の
貴
賓
室

で
あ
り
、
舞
台

に
近

い
地
面
が

「
芝
居
」

で
、

入
れ
込
み

の
大
衆
席

で
あ

っ
た
。

こ
こ
を

「
土

間
」
と
も

云
う
が

、
近

い
か
ら
謡
が

良
く
聞

こ
え

る
。

当
時

の
謡

は
大
衆
相

手

の
歌
謡
曲

だ

っ
た
。
桟
敷

は

遠

い
か
ら
、
教
養
あ

る
人
が
聞

こ
え
な
く

て
も
筋

を

知

り
、
見

た

の
だ
。

一
条
兼
良

の
言
葉

は
そ
れ
を
教

え
る
。

現

在

は

二
階

三
階
が

あ

り
、
「
大
向

う
」
と

は

こ

こ
だ
が

、
嘗

て
は
土
間

の
安

い
入
場
料

の
席

に
庶
民

が

い
た
、
!
大
勢
入

る
と
押

せ
押

せ

に
な

り
、

尻
や
膝

が
苦

し

い
か
ら
、
安

い

の
で
あ
る
。

前
記

「
お
芝
居
」

の
語

は

『
信
長
公
記
』

に
見
え

る
が
、

こ

の
土
間

の
敬
称

で
あ

る
。
天
正
十
年

の
五

月
十
九

日

に
、
家
康
を
饗
応
す

る
信
長
が
、
幸
若

の

舞
と
梅
若

の
能

を
見

る
時

の
描

写
だ
。

こ
れ

で
桟
敷

と
芝
居

の
区

別
が

良
く
分

か
る
。

1

御
桟
敷

の
内
、
近
衛
殿

・
信

長
公

・
家
康
公

・

穴
山
梅
雪

・
長
安

・
長
雲

・
夕
閑

・
友
閑
。
御
芝

居

は
御
小
姓
衆

・
御

馬
廻

・
御
年
寄
衆

、
家
康
公

の
御
家
来
衆
ば

か
り
な
り
。

「
桟
」
と

「
芝
居
」

の
階
級
差
。

こ

の
桟
敷

か
ら
、
舞

台

に
希
望

を
述

べ
る

こ
と
が

あ

っ
た
。
貴
人

の

「
お
好

み
」

に
等

し
い
リ

ク

エ
ス

ト
。雑
誌

『
能
楽
』

の
大

正
七
年

一
月
号

の
坂
元
雪
鳥

の

『読
書

の
後
』
十
九

に
、
小
寺
玉
晁

の

『連

城
亭

随
筆
』

の
四
が
あ

る
。

そ

の

「
△
芝
居

は
見
物
席

」

に

、1

閑

田
次
筆

に
曰
く
。
劇
場

を
俗

に
芝
居
と

い

ふ
は
、
昔
芝

に
て
技
を
し

た
為

で
あ

ら
う
。
然

る

に
老
人
雑
話

に
は
、
観
世
小
次
郎
が

一
の
弟

子

に

堀

江
宗
雪
と

い
ふ
者
が

あ

っ
た
。

二
日

の
能

に
張

良

を

二
度
芝
居

か
ら
所

望
し

た
か
ら
、
宗

雪

に
さ

せ
た
と
書

い
て
あ

る
。

是

で
見

る
と
舞
台

に
対
し

て
見
物

席
を
芝
居

と

い

っ
た
も

の
と
見

え
る
。
後

世

一
転

し
た
も

の
で
あ

ら
う
云

々
i

と
。

御
能

(
城
中

の
能
)

の
折

り

に
町
人

や
百

姓
を

白
洲

に
召
し

て
見
物
仰

せ

つ
け
ら
れ

る
の
を
芝

入

り

と
い
ふ
が

、
是
も
同

じ
意
味

で
あ
ら
う
。

舞
台

に
対

す
る

の
で
は
無

く
、
桟

敷

に
対

し
て
芝

居
と
云
う

の
は
、
前

に
書

い
た
通
り
だ
。
…
…

こ
こ

で
は
ワ
キ
の
能

『
張
良
』
を
、
大
衆

の
希
望

で

シ
テ

が

し

た
事
が
知

ら
れ

る
。

こ
う
し

た
大
衆
席

と
し

て
の

「芝
居
」

が
、
土

の

上

で
す

る
芸
能

の
名

残
り
と
な

り
、
後

々
ま

で

「
小

屋
」

と
呼
ぼ
れ

た
よ
う

に
、
当
初
床

と
屋

根
裏

に
板

を
許

さ
れ
な

か

っ
た
歌
舞

伎
が
、
芝
居

と
成

っ
て
行

く

の
で
あ
ろ
う
。

道

で
の
宴

会
。

そ
れ
が

本
来

の
芝
居

で
あ

っ
た
が
、

現
在

の
劇
は
、
路
傍

の
享

楽
と
何
と
遠

く
な

っ
た
も

の
か
。
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